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                              山 本 孝 夫 
 
 本学は歴史が古く、明治 36 年に創立された日本で最初の私立女子商業学校である。創立者
嘉悦孝先生の教育理念は、当時の日本の女子教育において画期的な教育思考を提示しており、
日本の女子教育にとって非常に重要な意義をもっていると考えることができる。 
 嘉悦孝先生は、経済観念を養う教育を重視し、商業科目を取り入れた独自の女子教育を展
開した。「経済」の英文訳は、economyであり、その語源はギリシャ語のオイコノミアである。
オイコノミアは、「家政」を意味し、元来、個別経済、経営を言う用語である。すなわち、経
済は家政と緊密な関係にあると考えることができ、家政を理解するには、経済知識が必要不
可欠となる。まさしく、家政を行う者にとって、経済の探求は有用な知識となり、女子教育
の中でも最も重要な位置を占めるものである。 
 本学は、今年 10 月 1 日に創立 110 周年を迎えるが、嘉悦孝先生が創立時から女子教育にお
いて経済学・経営学・商業学系の科目を重視し、その共通言語としての簿記・会計学の教育
を基本と考える教育思考は、伝統的に現在まで継承されており、高等教育として大変意義深
いところである。 
 この伝統のある学園において、私が初めて教壇に立ったのは、千代田区富士見町にあった
日本女子経済短期大学（昭和 25 年 3 月に設置認可）である。昭和 51 年 4 月から非常勤講師
として就任し、会計学および税法学を担当した。翌年の 4 月からは、専任講師として教育研
究および学生指導に携わった。この九段にある嘉悦学園の校舎には、嘉悦女子中学校、嘉悦
女子高等学校、日本女子経済短期大学が併設されており、校舎内は都会的な雰囲気で大変華
やかで明るいキャンパスであった印象がある。 
 当時、短期大学の学生は、1 学年に約 500 名が在籍していたと思われる。学生は全国から
集まり、学問に対して積極的で勉学意欲のある大変熱心な学生が多かった。当時の教授陣も
著名な先生方（各大学の名誉教授）が教壇に非常勤として立たれていた。振り返ってみると、
猪谷善一先生（商業史）、片岡義雄先生（会計学）、長谷川忠一先生（税務会計論）、森凱雄先
生（保険論）、山口忠夫先生（財政学）等は、私も指導を仰いだ今は亡き著名な学者である。
したがって、学生にとっては、各大学の先生方からの講義を受講することができ、短大生で
ありながら専門的な知識を得ることができたのである。また、簿記会計関連の科目では、日
本女子経済短期大学ご出身の先生方が教壇に立たれていたので、教育面では完璧に近いほど
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個々の学生をフォローする指導がなされていたと考えることができる。 
 簿記会計の教育では、毎年実施される簿記の検定資格試験の合格に向けて、正規の授業科
目のほかに補講および答案練習会が開講された。学生の学問に対する向上心を意識して、先
生方が学生のために時間を割いて個々に教育指導していたのである。この簿記についての教
育方針は、現在でも引き継がれている。  
周知のとおり、複式簿記は世界共通の言語であるため、簿記をマスターできればどこの国
でもどこの業界でも利用可能な知識となる。経営のあるところに会計があり、会計のあると
ころに複式簿記がある。また、簿記を習得することによって、数字に対する責任感が身につ
く。したがって、概して簿記について理解力のある学生は、企業での事務処理の側面および
経営の側面で自分の能力を発揮することができるのである。 
 当時、本学の卒業生においては、就職希望者に対して約 4 倍以上の求人があり、上場企業
に就職した者も多く、就職率は 100 パーセントであったことも事実である。もちろん、企業
の求人に応えることができたのは、経済・商業・経営の知識の他に一般教養知識も含めて教
授陣全員が誠心誠意学生のために尽力され、努力を惜しまなかったからである。 
 昭和 57 年、日本女子経済短期大学は、嘉悦女子短期大学と改称し、校舎も富士見キャンパ
スから小金井キャンパスへ移転した。小金井キャンパスは富士見キャンパスの約 5 倍の広さ
で、隣接する小金井カントリー倶楽部は、借景として最高である。小金井キャンパスは、他
大学にはない贅沢な教育環境である。 
 嘉悦女子短期大学において、最初に「思い出」を記すとすれば、学生と共に実施したイタ
リア海外研修旅行である。最も初期の段階で複式簿記の印刷本として出版されたのは、ルカ・
パチョーリ（Luca Pacioli）による数学書「スンマ」（Summa de Arithmetica, Geometria, Proportioni 
et Proportionalita 1494 年）と言われている。我々は、その｢スンマ｣の出版 500 年祭が開催され
た平成 6 年（1994 年）にイタリアのヴェネツィアに近いサンセポルクロ市（Sance Polcro）を
訪問した。ルカ・パチョーリは、聖フランチェスコ会所属の修道士で数学者でもある。友人
としては、レオナルド・ダ・ヴィンチがいる。  
 我々はサンセポルクロ市の図書館を訪れ、図書館長のフランチェスコ・コマンドッチ氏に
会うことができた。素晴らしいことに、コマンドッチ氏のご厚意により、書庫にあるルカ・
パチョーリの「スンマ」を拝見したのである。学生と共に、500 年前に出版された「スンマ」
に触れたことは、一生涯で忘れることのできない出来事である。さらに、図書館の地下室に
ある貴重なピエロ・デッラ・フランチェスカの絵画も見学させていただいたことは、一生の
思い出になっている。500 年前の複式簿記が現在でも利用され、その複式簿記の原典に出会
えたことは、本当の意味での実学であろう。 
 平成 13 年に四年制の嘉悦大学が開設され、嘉悦女子短期大学は、嘉悦大学短期大学部と改
称された。嘉悦大学の学部名は、ドイツ経営学を参考として Betriebswirtschaft の意味から経
営経済学部が設置された。簿記会計教育としては、必修科目として 1 年次に「簿記」を設置
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し、簿記の検定試験合格を単位認定の条件とした。単位認定の条件のあり方に批判もあった
が、簿記担当者の教育指導は、正規の時間帯以外の個別指導も含めてかなり徹底した意欲的
な指導であった。簿記を担当した先生方には、ご迷惑をかけたが、その成果は良い方向に進
んでいると思える。簿記 1 級合格者、税理士および公認会計士試験の合格者が徐々に出てき
ているのも、簿記会計科目担当者の意欲的な教育指導と信念の結果である。 
 平成 22 年に嘉悦大学大学院ビジネス創造研究科修士課程および平成 24 年に博士課程が開
設された。また、嘉悦大学も平成 24 年にビジネス創造学部が開設され、二学部制による教育
体制が布かれている。学部から大学院博士課程までの一貫した最高教育システムが加藤寛前
学長により整備され、「学びのインセンティブ」のある教育環境が提供されている。 
 今後は、世界に発信できる教育を如何に提供できるかが、高等教育として重要なポイント
になると考える。いわゆる、実質のある教育が問われる時代となるであろう。嘉悦大学のま
すますのご発展を期待している。 
 嘉悦大学を退任するにあたり、時勢の然らしめたものとはいえ、昭和から平成への約三十
数年間の推移を眺めてきた自分にとって感慨無量なものがある。簿記会計学とともに生きて
きた半生を顧みて、ご指導いただいた皆様に感謝を申し上げる。 
 最後に、研究者の道を導いてくれた中原章吉駒澤大学名誉教授、大学院で指導教授として
貴重なご教授をいただいた木村重義東京大学名誉教授、公私ともに多大なご指導をいただい
た嘉悦克理事長に心より感謝を申し上げる次第である。 
  
 
 
 
